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一月十五日、長浜町中央公民館大ホlルで平成十年成人式が行われ、町内の

25

新成人者百十人の内、八十六人が記念式典・記念行事に参加しました。

晴れ着や真新しいスlツ姿も初々しく会場を訪れた新成人者らは、久しぶり…ィ…

にふるさとで再会した同級生との思い出話や近況報告などに花を咲かせ、その棺…:…一一…

顔には喜びと自信が満ちあふれでいました。加…一一帰…

式典では、上田町長の式辞、記念品目録贈呈や来賓祝辞、花束贈呈などが行的…いれ…彰

われた後、新成人を代表して、木之本義道さん(沖浦)と米岡佳恵さん(豊茂)号会・か葉…一貫

例一まいナ芸

の意見発表、山本正史さん(戒川)による誓いのことばが述べられました。今出問文・せ告一文す

回質作式ら

記念行事でのアトラクション・昼食パーティーでは、嵐太鼓や青年団による一4般権人知定介ポ歳

餅っき・ゲlムなどが行われ、会場は、終始若者たちの歓声と熱気に包まれて一第一人成お確紹ル一

いました。(関連記事
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第4固定例会一一一一

災
害
復
旧
費
な
ど

九
年
度
一
船
会
計
補
正
予
算

平
成
九
年
度
一
般
会
計
予
算
に
九
千

八
十
六
万
六
千
円
が
補
正
さ
れ
、
予
算

総
額
は
、
六
十
二
億
六
千
百
三
一
万
七
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い

道
は
次
の
と
お
り
で
す
。

{
民
生
費
一
児
童
措
置
費
と
し
て
、
乳

児
保
育
所
入
所
児
童
の
年
度
途
中
増
加

に
よ
る
委
託
料
一
千
一
二
百
六
十
九
万
九

千
円
。
一
消
防
費
一
災
害
対
策
費
と
し
て
、
防

災
体
制
強
化
の
た
め
県
が
実
施
す
る
衛

星
系
防
災
行
政
無
線
の
施
設
整
備
負
担

金
一
千
三
十
二
万
八
千
円
。

長
浜
町
議
会
第
四
固
定
例
会
が
、
十
二
月
十
八
日
か
ら
十
九
日
ま
で

の
二
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
、
長
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
四
号
)
、
監
査
委
員
の
選

任
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
な
ど
の
議
案
十
件
が
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
例
月
出
納
検
査
、
寄
付
採
納
報
告
書
な
ど
の
議
会
報
告
案
件

五
件
は
全
て
受
理
採
択
さ
れ
、
地
震
災
害
等
に
対
す
る
国
民
的
保
障
制

度
を
検
討
す
る
審
議
会
の
設
置
に
関
す
る
意
見
書
の
議
会
提
出
案
件
一

件
も
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
、
一
般
質
問
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一般質問の答弁を行う上田町長

一
災
害
復
旧
費
一
現
年
度
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
費
並
び
に
町
単
独
公
共
土

木
施
設
災
害
復
旧
費
と
し
て
、
台
風
十

九
号
の
被
害
に
よ
る
町
道
黒
田
上
老
松

線
ほ
か
町
道
允
件
の
復
旧
事
業
費
三
千

三
百
五
十
四
万
円
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
家
公
務
員
の

給
与
改
定
に
基
づ
き
、
町
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。本
町
職
員
の
場
合
、
給
与
で
一
・
三

五
%
の
引
き
上
げ
と
な
り
、
初
任
給
で

は
、
高
校
卒
が
十
四
万
七
百
円
、
短
大

卒
が
十
五
万
五
百
円
、
大
学
卒
が
十
七

万
三
千
円
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
離
職
後
、
そ
の
在
職

期
間
中
の
行
為
に
つ
い
て
犯
罪
が
あ
る

と
思
料
す
る
に
至
っ
た
場
合
等
に
、
期

末
勤
勉
手
当
て
の
支
給
を
一
時
差
し
止

め
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
規
定
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員
に

岡

孝

τと

氏

長
浜
町
議
会
議
員
の
中
か
ら
選
任
す

る
致
査
委
員
に
、
新
し
く
岡
孝
志
氏

(
沖
浦
・
五
回
)
を
選
任
し
議
会
の
同

意
を
求
め
た
結
果
、
賛
成
多
数
で
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

地
震
災
害
等
に
対
す
る
国
民
的

保
障
制
度
を
検
討
す
る
審
議
会

の
設
置
に
関
す
る
意
見
書

阪
神
。
淡
路
大
震
災
に
よ
る
被
災
の

よ
う
な
事
態
を
考
え
た
と
き
、
国
民
生

活
の
基
盤
を
な
す
住
宅
等
建
物
の
再
建

に
必
要
な
資
金
を
保
障
す
る
た
め
の
国

民
的
な
保
障
制
度
を
確
立
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
に
お
い
て
早
急

に
対
策
(
①
白
然
災
害
被
災
者
の
住
宅

復
興
促
進
の
た
め
の
国
家
的
制
度
創
設

②
給
付
対
象
は
住
宅
・
家
財
と
し
、
基

本
的
な
生
活
再
建
を
促
進
す
る
内
容
に

③
公
平
で
納
得
の
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

給
付
財
源
を
確
保
④
阪
神
・
淡
路
大
震

災
被
災
者
へ
の
救
済
措
置
適
用
)
を
講

じ
る
よ
う
要
望
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

町
政
の
諸
問
題
に
つ
い
て

平
成
十
年
度
予
算
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

次
期
可
長
へ
の

出
罵
に
つ
い
て

い
さ
さ
か
も

支
障
は
来
し
て
い
な
い

選任された岡氏

質
問
:
十
一
人
の
町
議
会
議
員
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る
拓
政
研
究
会
と
い
、
っ
組

織
体
が
、
現
在
の
町
政
を
非
常
に
批
判

し
た
内
容
の
趣
意
書
を
も
っ
て
署
名
集

め
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
を
町
長

は
知
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
が

~ 
昌

英

詰
山
田
国
(

現
在
の
町
政
を
妨
げ
る
よ
う
な
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
(
町
長
)
i
趣
意
書
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
内
容
は
十
分
承
知
し
て
お

り
非
常
に
残
念
で
あ
る
。
し
か
し
ど
う

言
わ
れ
で
も
、
私
は
明
る
く
オ
ー
プ
ン

で
お
互
い
が
信
頼
し
あ
え
る
町
政
を
推

進
し
て
お
り
、
い
さ
さ
か
も
行
政
事
務

に
支
障
を
来
し
て
は
い
な
い
と
確
信
し

て
い
る
し
自
信
を
持
っ
て
い
る
。



3 

歳
出
予
算
の
徹
底
し
た

節
減
に
努
め
て

質
問
:
・
回
の
財
政
も
大
変
厳
し
く
な
っ

て
い
る
が
、
定
率
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
の
確
保
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
平
成
十
年
度
予
算
編
成
に
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
み
、
主
要
事
業
と
し

て
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い
る

の
か
J

答
弁
(
町
長
)
・
:
財
源
の
大
半
を
占

め
る
地
方
交
付
税
は
木
建
疋
で
あ
る
が
、

そ
の
交
付
額
は
前
年
度
よ
り
一
一
一
%
程
度

減
額
と
の
情
報
も
あ
り
、
予
断
を
許
さ

ぬ
状
況
が
予
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を

踏
ま
え
、
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

社
合
経
治
情
勢
の
推
移
や
国
合
県
の
施

策
の
劃
向
を
見
極
め
、
事
業
計
画
等
に

お
い
て
は
合
開
的
か
つ
効
率
的
な
視
点

を
持
つ
て
歳
出
予
算
の
徹
底
し
た
節
減

に
努
め
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
今
後

一一一一一一般質問

は
、
中
長
期
展
望
に
立
っ
て
財
政
事
情

を
日
見
通
し
、
緊
急
度
の
高
い
も
の
か
ら

財
政
の
許
さ
れ
る
中
で
重
点
的
に
推
進

し
て
い
き
た
い
c

米
年
度
王
要
事
業
に
う
い
て
は
、
長

浜
港
湾
・
白
滝
柴
線
橋
梁
整
備
、
町
道

新
設
改
良
の
ほ
か
、
』
各
種
伝
興
事
業
、

文
教
・
福
祉
施
設
整
備
等
を
推
進
し
て

山
鳥
張
、
タ
ム
建
該

八
力
水
問
題
に
つ
い
て

今後橋梁整備が予定される白滝 e柴地区

基
本
姿
勢
は

変
わ
っ
て
い
な
い

質
問
:
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
分
水
問
題

は
、
当
町
に
と
っ
て
最
大
の
懸
案
と
な
一
っ

て
お
り
、
毎
回
の
よ
う
に
定
例
会
で
一

性
質
問
が
操
り
返
さ
れ
て
い
る
が
、
今

一
一
尻
町
行
政
の
基
本
的
な
取
り
組
み
と

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
υ

ま
た
、

山
鳥
坂
グ
ム
の
来
年
度
予
算
は
本
年
度

を
大
幅
に
下
回
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
は
、
み
ん
な
で
肱
川
を
守
る

会
の
住
周
起
動
の
成
果
で
は
な
い
か
と

と
考
え
る
。
こ
の
時
期
を
と
ら
え
町
と

し
て
も
っ
と
反
対
姿
勢
を
強
め
る
必
安

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
i
次
期
町
長
へ
の
出
馬
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
引
き
続
き
町
政
を
桐
一
当

す
る
こ
と
が
町
民
の
負
託
に
応
え
る
こ

と
に
な
る
と
思
、
つ
が
、
町
長
の
決
意
は

ど
う
な
の
か
。

答
弁
(
町
長
)

q

h

乙
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
一
括
し
て
答
弁
を
行
い
ま
す
。

田

堅

太

郎

議

員

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
建

設
省
・
県
・
受
益
者
の
三
者
の
動
き
に

つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
七
千
八
百
人
の
反
対
署
名
者

の
後
押
し
の
下
、
み
ん
な
で
肱
川
を
守

る
会
が
住
民
反
対
運
動
を
繰
り
広
司
け
て

い
る
が
、
町
長
は
こ
れ
を
ど
う
評
価
し

て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
引
仙
の
基
本
字
、
勢
は
い
さ
さ
か
も

変
わ
勺
て
は
い
な
い
。
懸
念
事
項
の
払

拭
を
ベ

l
ス
に
、
そ
れ
ら
を
町
民
の
皆

さ
ん
と
共
に
見
極
め
る
と
い
う
こ
と
が

行
政
取
り
組
み
の
基
本
に
な
る
。
ま
た
、

現
状
に
ヲ
い
て
、
懸
念
事
項
の
一
つ

「
地
下
水
の
低
下
」
の
件
は
、
現
在
建

設
省
に
お
い
て
一
斉
開
制
と
継
続
問
測

を
行
っ
て
い
る
の
こ
の
こ
と
に
関
わ
る

時
題
は
、
行
攻
と
し
て
一
つ
一
つ
整
理

し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る。
次
に
、
建
設
省
・
山
町
三
益
者
の
動

き
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
ま
ず
ユ
ー
ザ
ー

サ
イ
ド
の
動
き
と
し
て
、
六
月
に
山
者

坂
ダ
ム
対
策
協
議
会
が
、
中
予
地
げ
に
の

水
事
情
等
に
つ
い
て
大
洲
市
で
挨
拶
を

受
け
て
い
る
υ

建
設
省
。
県
に
つ
い
て

は
、
十
月
に
地
元
肱
川
町
の
二
一
組
織
と

懇
談
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
町
に
お

い
て
は
、
新
し
く
町
詩
人
ぶ
構
成
が
な
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
正
副
議
長
・
特
別
委

員
会
正
副
委
員
長
に
常
持
に
来
ら
れ
、

ま
た
、
ダ
ム
事
業
の
説
明
を
さ
せ
て
欲

肱
川
改
修
事
業
に
つ
い
て

慎
重
に
対
応

せ

ば

ら

な

い

質
問
:
・
上
老
松
・
惣
瀬
地
区
で
実
施

さ
れ
た
骨
川
改
修
計
画
に
関
わ
る
淵
亘

ダム問彊の行方が懸念される肱)11流域

し
い
旨
の
申
し
入
れ
を
さ
れ
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。

最
伝
に
、
評
価
に
つ
一
一
て
で
あ
る
が
、

心
の
よ
ろ
な
大
き
な
問
題
は
、
事
が
集

結
し
社
会
的
・
町
内
的
状
況
を
踏
ま
え

判
断
す
る
も
の
で
、
許
州
す
る
性
格
の

も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

叶

問

広

議

員

調
査
の
結
果
は
、
地
域
住
民
と
し
て
は

大
き
な
問
題
で
あ
り
、
計
画
内
容
を
早

/
¥
知
り
た
い
レ
一
考
え
で
い
ふ
。
現
状
と

方
向
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

次
に
、
那
地
区
に
お
い
て
は
、
現
河
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道
改
修
を
対
象
と
し
て
地
元
協
議
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
都
市
計
画
編
入

に
関
わ
ふ
問
題
に
つ
い
て
は
、
地
元
関

係
者
す
べ
て
が
理
解
で
き
る
よ
う
協
議

を
重
わ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
今

後
の
具
休
的
計
画
内
容
は
ど
、
つ
な
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
地
区
南
側
の
農
地

整
備
に
コ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。
日
前
後
に
、
肱
川
改
修
〉
一
県
道
改
良

工
事
に
伴
、
つ
代
替
地
め
確
保
に
つ
い
て
、

被
梢
悦
者
へ
の
意
向
調
査
の
結
果
と
刻

応
は
ど
、
つ
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
上
老
松
叫
悲
瀬
地

区
に
つ
い
て
は
、
一
般
河
川
改
修
事
業

に
よ
り
整
備
さ
れ
る
区
域
で
あ
り
、
七

月
十
八
日
に
肱
川
改
修
大
和
協
議
会
で
、

宅
防
卒
業
を
含
め
た
計
画
問
要
説
明
を

行
っ
て
い
る
J

し
か
し
、
郷
地
一
院
と
の

開
通
も
あ
り
、
建
設
省
。
旧
市
と
も
協
議

し
早
期
に
地
元
説
明
会
が
開
催
で
き
る

よ
ろ
対
処
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
郷 郷地区南側に広か、る農地

地
区
に
つ
い
て
は
、
去
る
十
一
月
二
十

五
日
、
協
説
会
代
表
の
皆
さ
ん
に
土
地

区
画
整
理
事
業
に
伴
う
暫
定
挽
地
案
の

説
明
を
行
い
、
地
権
者
全
員
へ
の
説
明

会
の
日
程
調
整
を
お
願
い
し
て
い
る
。

土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
地
権
者
の
同

意
と
併
せ
都
市
計
画
区
域
編
入
が
絶
対

条
件
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
背
後
計
画

等
非
常
に
厳
し
い
規
制
が
あ
り
、
慎
重

に
対
処
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る。
農
地
対
策
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画

区
域
編
入
後
は
農
地
整
備
は
で
き
ず
、

小
規
模
墓
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て
も
該

当
す
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
従
つ

た
め

の
安
全
管
理
と

整
備
に
つ
い
て

施
設
管

の
適
正
化

に
留
意
し
た
い

質
問
:
・
松
山
市
で
の
た
め
池
決
壊
宇

故
に
鑑
み
、
町
内
に
あ
る
た
め
池
の
安

全
点
検
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
が
、

と
う
考
え
て
い
る
か
c

ま
た
、
白
滝
公

園
上
部
の
た
め
池
が
下
)
の
と
こ
ろ
よ
く

て
、
今
後
は
長
浜
町
農
業
振
興
地
域
整

備
計
岡
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

最
後
に
、
堤
防
日
用
地
内
の
企
業
・
住

民
対
策
で
あ
る
が
、
仁
久
地
区
の
堤
防

及
び
県
道
合
併
施
工
区
間
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
の
万
が
仁
久
地
区
に
代
替
地

を
希
望
さ
れ
て
お
り
、
現
在
補
償
交
渉

と
併
せ
て
代
替
地
を
提
示
し
、
協
誌
を

進
め
て
い
る
。
今
後
は
、
各
地
域
に
お

け
る
河
川
改
修
並
び
に
県
道
改
良
に
伴

い
立
ち
退
き
が
一
予
想
さ
れ
る
方
々
に
対

し
て
、
事
業
の
進
捗
と
併
せ
早
急
に
意

向
調
査
を
実
施
し
、
代
替
地
確
保
に
全

力
を
注
ぎ
た
い
と
考
え
て
い
る
。埼議

惣
ふ
〈
口
央
二
郎
議
員

漏
水
事
故
を
起
こ
じ
て
い
る
が
、
こ
の

安
全
確
保
と
水
位
確
保
、
利
便
性
の
向

上
の
た
め
に
、
点
検
整
備
を
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
る
J

も
し
こ
の
た
め
池

が
決
壊
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が

め
る
の
か
。
そ
し
で
、
被
害
が
出
た
場

合
は
そ
の
補
償
責
任
は
ど
こ
に
あ
る
と

考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
現
在
、
町
内
に
は

七
つ
の
た
め
池
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
所

有
・
管
埋
は
、
個
人
ま
た
は
耕
地
組
合

と
な
っ
て
い
る
c

安
全
点
検
に
つ
い
て

は
、
毎
年
県
土
地
改
良
課
と
の
合
同
に

よ
る
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
で
数
カ
所
を
点

検
し
て
い
る
c

白
滝
上
部
の
た
め
池
ド
つ
い
て
は
、

一
号
池
・
一
一
号
池
と
も
漏
水
が
碓
訴
さ

山
鳥
板
、
タ

全
搬に
つ
い
て

第
三
期
自
の
町
政
担
当

に
つ
い
て

特
別
委
員
会
と
肱
川
問
題

対
策
協
議
会
と
の
連
携
で

戒川一番池

れ
て
い
る
が
、
ニ
こ
数
年
漏
水
量
に
変

化
は
見
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
決

壊
事
故
の
未
然
防
止
か
ら
、
今
年
度
内

に
詳
細
な
点
検
を
実
施
す
る
こ
と
に
し

て
お
り
、
結
果
を
踏
ま
え
、
管
理
者
に

も
よ
り
安
全
管
理
に
努
め
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

ま
た
、
被
官
予
想
と
し
て
、
下
流
河

川
沿
線
の
人
家
や
田
畑
へ
の
影
響
は
当

然
考
え
ら
れ
る
。
補
償
責
任
の
所
在
に

つ
い
て
は
、
一
般
的
に
は
管
理
者
に
あ

る
も
の
と
考
え
る
。
し
か
し
、
た
め
池

は
公
益
的
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
る
と

共
に
、
社
会
的
災
害
の
危
険
性
を
内
在

す
る
施
設
で
あ
る
た
め
、
行
政
と
し
て

も
尚
々
な
観
点
か
ら
施
設
管
理
の
適
正

化
に
留
意
し
、
補
修
へ
の
緊
急
度
が
高

ま
れ
ば
一
可
能
な
限
り
の
対
応
は
心
が
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
υ

日

高

照

友

出
掛
…
口
貝

質
問
:
・
肝
村
タ
ム
建
設
に
ワ
い
で
、

当
時
職
員
で
あ
っ
た
上
田
町
長
は
何
か

話
を
聞
い
て
い
た
か
。



← 5-

ま
た
、
公
正
中
立
で
あ
る
べ
き
議
長

が
、
み
ん
な
で
肱
川
を
守
る
会
の
会
長

で
あ
る
こ
と
を
町
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

次
に
、
十
月
の
臨
時
議
会
で
、
山
鳥

坂
ダ
ム
調
査
特
別
委
員
会
が
八
人
の
議

員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
が
、
町
の
姿

勢
等
に
つ
い
て
は
こ
の
委
員
会
の
中
で

十
分
討
議
を
重
ね
て
行
く
べ
き
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
ま
た
、
今
後
ほ
肱
川

問
題
対
策
協
議
会
と
一
元
化
さ
れ
る
こ

と
を
望
む
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
町
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

カ
答
弁
(
町
長
プ
:
野
村
ダ
ム
の
件
に

つ
い
て
は
、
私
も
当
時
建
設
課
に
い
た

が
一
切
閣
知
し
て
い
な
い
。

次
に
、
議
長
の
件
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
謀
長
の
中
立
性
に
つ
い
て
は
原
劃

的
な
こ
と
で
あ
り
、
私
が
一
言
及
す
る
も

の
で
は
な
く
議
長
ご
自
身
で
判
断
す
べ

き
で
あ
う
っ
と
考
え
て
い
る
。

一一一一一般質問

山
鳥
坂
ダ
ム
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
去
る
十
月
に
、
特
別
委
員
会
の
機

能
同
復
を
い
た
だ
い
た
ミ
と
に
本
当
に

感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
間
哩
は
、
聞
く
べ
き
は
聞
き
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
議
論
す
べ
き
と
考
え
て

お
り
、
そ
の
た
め
に
も
、
そ
も
そ
も
特

別
委
員
会
で
殺
す
一
決
定
が
さ
れ
た
協
議

会
と
特
別
委
員
会
と
が
連
携
を
図
打
、

取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
に
な
る
こ
と
が

長
浜
町
の
豪
気
対
策
と

商
工
会
の
必
要
性
に
つ
い
て

白
山
国
の
移
転
と

そ
の
移
転
場
所
に
コ
い
て

河
川
改
修
に
つ
い
て

白
滝
小
学
校
改
築
に
つ
い
て

毎回ダム問題について審議される町議会

可

能

限

り

支
援
し
て
い
き
た
い

質
問
・
:
長
浜
町
で
は
、
今
後
ど
の
よ

、
つ
な
景
気
の
建
て
直
し
を
考
え
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
商
工
会
を
ど
う
活
用
し

て
い
こ
ろ
と
考
え
て
い
る
の
か
。
さ
ら

に
、
商
工
会
と
は
ど
の
よ
う
な
つ
な
が

り
に
あ
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
-
景
気
対
策
に
つ
い

て
は
、
名
産
業
共
通
の
問
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
町
と
し
て
は
、
商
工

会
が
実
施
し
て
い
る
経
営
改
善
普
及
事

好
ま
し
い
と
考
え
て
い

質
問
:
・
上
川
町
政
も
現
在
二
期
日
の

仕
上
げ
の
時
期
で
あ
る
が
、
ぜ
ひ
三
期

日
を
担
当
し
て
も
ら
い
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
こ
れ
が
町
民
の
胆
い
だ
ろ
う
と

思
ろ
が
、
町
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

，カ

答
弁
(
町
長
)
;
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
一
括
し
て
終
弁
を
行
い
ま
す
。

東

敦

弘
珪
誠
ロ
囲
内

業
等
に
対
し
支
援
す
る
と
実
仁
、
商
白

街
を
中
心
と
し
た
周
辺
地
誌
整
備
や
橋

を
活
か
し
た
商
問
負
つ
く
り
に
つ
い
て
、

行
政
と
商
工
主
と
で
調
査
研
究
し
可
能

な
も
の
か
ら
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

い
る
。商
工
会
の
機
能
と
活
用
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
そ
の
役
割
は
、
商
工
業
の
み

な
ら
ず
地
域
の
活
性
化
を
図
る
上
で
も

重
要
な
団
体
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

今
後
も
可
能
な
限
り
支
援
し
て
い
き
た

い

て

い

る

。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で

検
討
し
て
い

質
問
・
・
・
老
朽
化
し
た
白
山
国
の
移
転

計
画
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
白
滝
地
区

に
お
い
て
は
、
激
特
事
業
に
よ
る
築
堤

と
県
道
と
の
問
に
か
な
り
の
残
地
が
主

じ
る
が
、
こ
こ
を
白
山
園
を
中
心
と
し

た
住
宅
地
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

答
弁
(
町
長
)
;
白
山
聞
の
移
転
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
年
度
に
用
地
取
得

を
し
、
十
一
年
度
に
工
事
着
千
寸
る
計

画
で
あ
る
。
移
転
場
所
に
つ
い
て
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
1
ム
で
、
言
わ
れ
た

よ
う
な
地
区
も
含
め
白
滝
地
区
で
検
討

し
て
い
る
が
、
決
ま
り
次
第
用
地
取
得

に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
一

地
元
と
協
議
を
重
ね

最
善
の
方
向
で

質
問
:
激
特
事
業
に
伴
い
支
川
改
修

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
内
水
処
理
に

つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
υ

ま

た
、
被
害
が
出
た
場
合
、
人
災
と
貯
ば

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
激
特

事
業
後
の
青
写
真
は
い
〆
て
つ
な
っ
て
い
る

の
か
。答
弁
(
町
長

)
i
内
水
対
策
に
つ
い

て
は
、
大
変
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
も
地
元
の
皆
さ
ん

と
十
分
協
議
を
重
ね
、
地
域
と
し
て
最

善
の
方
向
で
早
期
に
推
進
で
き
る
よ
う

築堤工事が進む白滝地区

努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ふ
り

ま
た
、
人
災
に
な
ら
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
施
工
等
の
不
備
が
確

認
さ
れ
た
場
合
は
別
と
し
て
、
気
象
状

況
等
も
あ
り
そ
の
河
岬
ほ
大
変
難
し
か

と
思
っ
て
い
る
。

次
に
、
設
特
事
業
後
の
刊
の
ビ
ジ
ョ

ン
で
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
長
以
町

稔
合
主
備
基
本
計
画
「
ふ
る
さ
と
長
浜

一
、
つ
く
り
二
十
こ
が
青
写
真
で
あ
り
、

激
特
事
業
及
ぴ
河
川
改
修
吾
業
の
大
万

の
目
途
が
付
け
ば
、
都
市
計
画
区
域
の

関
係
も
あ
り
、
そ
の
時
点
で
見
直
す
段

階
に
入
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

平
成
↓
一
年
度
に

着
工
予
定
で
あ
る

質
問
;
白
滝
小
学
校
は
、
平
成
七
年

に
危
険
校
舎
に
も
認
定
さ
れ
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
改
築
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
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人権作文ほか一一一

て
い
る
の
か
。

答
弁
(
教
育
長
)
・
:
白
滝
小
学
校
は
、

平
成
十
年
度
改
築
予
定
で
、
計
画
を
県

教
委
に
提
出
し
て
い
た
が
、
八
月
の
建

設
計
画
ヒ
ア
リ
ン
グ
前
に
プ
l
ル
移
転

を
含
め
た
全
面
改
築
の
要
望
が
学
校
側

か
ら
あ
り
、
こ
れ
に
対
出
す
る
た
め
に

は
、
県
教
委
・
文
部
省
と
の
協
議
の
必

要
性
が
生
じ
た
。
予
算
及
び
校
舎
・
プ
ー

ル
の
規
模
に
う
い
て
の
調
査
費
を
平
成

十
年
度
に
計
上
し
、
臼
庫
補
助
に
よ
り

平
成
十
一
年
度
に
着
工
予
定
で
あ
る
。

り

答
弁
(
町
長
)
:
次
期
町
長
へ
の
出

馬
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
方
に

何
か
と
ご
心
配
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ

ど
と
感
じ
て
い
る
。

私
は
、
就
任
当
初
よ
り
「
町
ε

つ
く
り
・

里
づ
く
り
・
心
づ
く
り
」
を
信
条
と
し

て
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

当
町
に
残
さ
れ
て
い
る
行
政
課
題
、
重

要
な
諸
施
策
は
山
慣
し
て
い
る
。
現
時

点
に
お
い
て
は
、
こ
の
町
の
振
興
発
展

を
願
っ
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

支
援
、
ご
要
請
が
あ
る
限
り
は
、
こ
れ

に
思
え
て
行
く
べ
き
で
あ
る
と
意
を
出

く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
あ
る
日
、
僕
は
、
足
が
不
自
由
な

一
人
と
す
れ
ち
が
い
ま
し
た
。
僕
は
、

一
歩
き
に
く
そ
う
だ
つ
た
の
で
手
を
さ

一
し
出
し
た
ら
、
そ
の
人
ほ
無
視
す
る

一
か
の
よ
う
に
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。

咽
数
日
後
に
、
ま
た
そ
の
人
と
出
会

一
い
ま
し
た
む
そ
の
男
の
人
は
、
僕
の

こ
と
を
覚
え
て
い
た
ら
し
く
、

一
「
あ
っ
。
こ
の
前
の
人
。
こ
の
前
は
、

…
ご
め
ん
。
む
か
っ
と
し
て
い
た
ん
だ
1
0

一
と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

僕
は
、

一
「
い
い
ん
で
す
。
と
こ
ろ
で
盆
削
は
り
」

一
と
聞
く
と
、

一
「
A
で
す
。
」

一
と
い
い
ま
し
た
。

白
僕
は
、
身
体
に
障
害
が
あ
る
人
は
、

一
変
な
人
だ
と
い
う
偏
見
が
あ
っ
た
け

一
れ
ど
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

一
た
。
僕
は
、

A
君
と
い
ろ
い
ろ
な
こ

一
と
を
話
し
て
い
る
う
ち
に
友
達
に
な
つ
な
ど
を
教
え
て
あ
げ
た
り
し
ま
し
た
。

一
て
い
ま
し
た
c
A
君
は
、
こ
の
町
へ
あ
っ
と
い
う
問
に
時
間
が
た
つ
て
、
僕

一
米
た
ば
か
り
で
、
こ
の
町
の
こ
と
を
が
家
に
帰
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
っ

一
よ
く
知
ら
な
い
と
一
首
っ
て
い
た
の
で
、
た
の
で
、
今
度
の
日
曜
日
に
ま
た
会
、
っ

deu;

約
束
を
し
て
、
そ
の
円
は
別
れ
ま
し
た
。

一

iI~i訟
i
J

一

「

A
総
な
t

A

F

そ
し
て
、
日
曜
日
o
A
君
は
足
が
不

一

議

鎖

骨

片

「

白

出

な

の

で

、

白

転

車

で

行

く

と

A
古

一

藤

野

註

れ

が

い

や

に

思

う

か

と

思

っ

て

歩

い

て

案

同

ι手古
wzf
一。

一
元
球
選
t
q

内
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
v

僕
は
、

A

一

l

v

:

‘
君
の
手
を
引
い
て
あ
げ
て
、
案
内
し
て

い
き
ま
し
た
o

A
君
と
出
会
っ
て
、
僕
は
、
「
障
…

害
」
者
で
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
一

友
達
に
な
ろ
う
、
仲
良
く
一
緒
に
一

遊
ん
だ
り
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
一

さ
え
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
人
と
で
も
一

友
達
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
が
よ
一

く
分
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
僕
は
家
に
帰
っ
て
、
一

足
が
不
門
白
な

A
君
の
気
持
ち
が
一

知
り
た
〈
て
、
円
分
自
身
の
足
に
一

一
本
の
ほ
う
を
つ
け
て
家
の
中
を
一

歩
い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
と
一

て
も
歩
き
に
く
く
て
、
す
ぐ
に
こ
国

け
そ
う
に
な
っ
て
、

A
君
が
ど
れ
一

だ
け
苦
労
し
て
い
る
の
か
よ
く
分
一

か
り
ま
し
た
。

僕
は
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
一

障
害
を
持
っ
た
人
に
手
を
さ
し
の

べ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
気
持
ち
一

が
わ
か
る
人
間
に
な
っ
て
い
こ
う

と
山
中
い
ま
す
。
そ
し
て
、
み
ん
な
圃

も
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
の
気
持
一

ち
を
わ
か
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
し
ι
↑

思

い

ま

す

。

…

慢
が
、
い
ろ
い
ろ
な
所
を
案
内
し
て
あ

げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
』
ま
ず
、
本
町

の
十
々
を
案
内
し
て
、
シ
ヨ
ツ
パ

I
ズ
な

ど
の
商
白
を
紹
介
し
て
あ
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
長
浜
自
慢
の
赤
橋
(
開
閉
橋
)

「身体に障害がある
人の気持ちJ

中学 1年生
( 8年度人権作文集より)

ます ¥ 

J:離散
~沖浦地区の生i年乍習の拠点として叶

整備を進めております沖浦公長引
鰭の改築工事が着々と進んでいま|
す。との完成により、谷種事業活|

動の推進、生活文化の振興、健局引
の増進等に寄与することが期待'd) 

長浜お客係七ンター (1日営業庖)の窓口
の開庖時間を、 :3jj 1日から次のとおり
変更させていただきます。ご迷惑をおか
けしますが、よろしくお願いいたします。

四回電力からお知らせします

{お問い合わせ}四国電 }J大洲営業所
(フリーダイヤル・ 0120-!)10795) まで。
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一一一一一成人式・紅葉まつりモデル撮影会

一
月
十
五
日
、
中
央
公
民
館
で
平
成

十
年
成
人
式
が
行
わ
れ
、
町
内
の
成
人

者
男
子
五
十
三
人
、
女
子
五
十
七
人
の

計
百
十
人
が
成
人
式
を
迎
え
ま
し
た
。

な
お
、
新
成
人
者
の
氏
名
は
次
の
と

お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

長
浜
地
区
(
盟
人
)

久
保
雅
宏
、
永
井
功
造
、
永
井
真
理
子
、

近
藤
亮
子
、
沖
井
泰
樹
、
水
間
典
子
、

田
淵
か
お
り
、
宮
本
仁
、
高
橋
文
夫
、

亀
岡
正
二
、
鈴
木
智
次
、
紙
本
寛
子
、

高
田
敦
子
、
片
山
智
美
、
菊
池
早
希
子
、

竹
内
若
美
、
神
田
司
、
村
上
幸
子
、
谷

口
重
徳
、
片
山
誠
、
井
上
裕
樹
、
山
本

勇
沖
浦
地
区
(
門
人
)

奥
田
良
て
菊
地
智
恵
、
中
川
寛
子
、

戎
舞
、
二
宮
和
美
、
岡
あ
ゆ
み
、
木
之

本
義
道
、
福
本
美
由
紀
、
福
岡
佳
平
、

馬
場
泰
彰
、
山
田
実
香
、
石
田
勉
、
馬

場
裕
弓
、
山
崎
慎
吾
、
橋
本
み
ゆ
き
、

泉
貴
之
、
鎌
田
友
和

久しぶりの再会記念に・

ハ
ム
ウ
坊
地
区

(
6
人
)

後
藤
さ
っ
き
、
松
下
晃
土
、
平
岡
洋
二
、

東
亜
矢
、
平
岡
千
皇
、
前
田
康
雄

櫛
生
地
区

(
7
人
)

吉
田
妙
子
、
河
内
秋
子
、
次
家
真
由
美
、

西
田
智
子
、
城
戸
芙
美
江
、
山
本
容
子
、

松
山
智
子

出
海
地
区

(
5
人
)

坪
田
紗
代
子
、
中
村
茂
、
垣
内
良
美
、

垣
内
久
美
子
、
丸
口
学

大
和
地
区
(
幻
人
)

二
宮
嘉
奈
子
、
中
見
江
梨
子
、
畦
み
ど

り
、
山
本
広
美
、
細
川
紀
子
、
曽
我
宣

弘
、
姥
絵
里
香
、
藤
岡
真
理
、
村
上
正

直
、
松
野
司
、
新
日
明
、
白
石
純
一
、

東
裕
美
枝
、
士
口
岡
健
太
郎
、
下
村
晴
奈
、

小
前
良
子
、
宮
岡
暁
、
上
田
耕
士
、
森 意見発表を行う木之本義道さん

ιん山パ々白、吉山件は間州市木λノ=J
 

pt 
表私見

回
]
品
且
思

下
栄
治
、
村
上
ゆ
か
り
、
奥
野
智
美
、

源
野
卓
司
、
久
井
佳
昌
、
菊
地
剛
、
二

宮
章
、
二
宮
正
幸
、
菊
地
秀
一

豊
茂
地
区
(
刊
人
)

飛
田
晃
、
菊
地
賢
治
、
増
田
洋
子
、
渡

遺
由
紀
、
増
田
利
光
、
都
固
め
ぐ
み
、

松
本
義
也
、
上
田
千
代
子
、
小
西
真
司
、

米
岡
佳
恵
、
村
上
雄
一

由
滝
地
区
(
昌
人
)

城
戸
充
博
、
上
杉
哲
生
、
久
保
亜
由
美
、

松
本
由
香
、
成
田
知
恵
子
、
瀧
内
享
子
、

西
田
貴
美
恵
、
中
野
朝
則

戒
川
地
区

(
1
人
)

山
本
正
史

柴

地

区

(
6
人
)

清
水
秀
二
、
清
水
祐
介
、
岡
花
員
一
、

中
嶋
由
紀
枝
、
山
下
千
恵
子
、
山
本
美

保
子

一
種
寵
一
出
品
購
一

一
品
帯
主
閣
制
脚
政
弘
智
恥
制
4
E

一

十

一

j
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た

一
「
釘
白
滝
公
園
紅
葉
ま
つ
り
モ
デ
ル

一
撮
影
会
」
の
審
査
が
、
十
二
月
二
十

一
二
日
、
白
滝
公
民
館
で
行
わ
れ
、
五

一
十
人
(
百
六
十
五
点
)
の
中
か
ら
、

一
二
十
三
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

一
一
推
薦
〕

一
初
冬
の
日
ざ
し
の
中
で
(
城
戸
隆
行

一
広
見
町
)

一
{
特
選
〕

一
彩
の
女
(
黒
川
勝
彦
・
西
条
市
)
過

一
ぎ
行
く
秋
(
今
井
淳
一
松
山
市
)

一
門
入
選
}

一
心
の
い
や
し
(
安
達
英
雄
・
松
山
市
)

一
秋
を
観
る
(
高
村
昌
雄
・
松
山
市
)

一
晩
秋
の
白
滝
(
岡
部
書
朗
・
松
山
市
)

一
「・

1
1司
I
l
z

奮いのことばを述べる山本正史さん

」

勺

一
(
撮
賂
一

日
ざ
し
を
浴
び
て
(
丹
生
谷
充
正
・
一

松
山
市
)
想
い
(
武
井
寛
喜
・
松
山
一

市
)
秋
色
の
こ
ろ
(
田
中
匡
史
(
松
一

山
市
)
紙
ふ
う
せ
ん
(
田
中
陽
子
一

松
山
市
)
秋
の
願
い
(
二
宮
重
高
一

大
洲
市
)
晩
秋
の
想
い
(
河
野
由
敬
一

宇
和
町
)
ま
な
ざ
し
(
松
岡
憲
彦
・
一

三

瓶

町

)

↑

ま
つ
り
の
日
(
柳
瀬
完
松
山
市
)
一

{

佳

作

}

一

散
歩
中
四
一
(
井
上
昭
・
松
山
市
)
秋
韻
一

(
萩
尾
正
寿
・
松
山
市
)
風
船
を
も
っ
一

た
人
(
摂
津
幸
一
・
八
幡
浜
市
)
赤
一

い
傘
を
持
つ
女
(
梶
原
和
幸
八
幡
一

浜
市
)
思
い
出
(
山
本
磯
若
・
三
瓶
一

町
)
白
滝
の
思
い
出
(
武
内
副
代
・
一

宇
和
町
)
愛
を
こ
め
て
(
白
石
登
美
一

男
・
下
須
戒
)
祈
り
の
時
(
大
野
順
一

で

男

・

久

万

一

沖

町

)

お

稚

一

1

・

、

し

児

さ

ん

一

品
や
(
猪
亘
書
吾
一

作
¢
宇
和
島
市
)
一

の

父

、

一

ん

初

一

止
片
」

E

一

丁

目

隆

一

一

戸

一

h

成

一
:

L
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お知らせ一一一一一

ふ
れ
あ
い
会
館
で
は
、
野
村
学
園
園

生
に
よ
る
「
第
三
同
ど
ろ
ん
こ
の
う
た

展
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
も
、
豊
か
な
表
現
力
で
制
作
さ

れ
た
版
画
詩
約
三
十
点
の
ほ
か
、
粘
土

而
や
粘
土
板
詩
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、
ま
ゅ

う
ち
わ
な
ど
、
私
た
ち
の
心
を
う
つ
作

品
が
多
数
展
示
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。

一
期
間
一
二
月
十
九
日
j
三
月
四
日

(
午
前
九
時
j
午
椅
五
時
)

な
お
、
詳
し
く
は
ふ
れ
あ
い
会
館

(
宮
五
二
ー
一
一
一
一

co
御
二
九
三
一
)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
の
ち
へ
の

優
し
さ
と
思
い
や
り

臓
器
提
供

意
思
表
示
カ
ー
ド

が
発
行
さ
れ
ま
し
た

現
在
、
様
々
な
病
気
に
苦
し
み
、
腎

臓
や
心
臓
、
肝
臓
な
ど
の
臓
器
を
移
植

す
る
こ
と
が
唯
一
の
治
療
法
で
あ
る
大

勢
の
方
々
が
、
移
摘
を
受
け
る
日
を
待

ち
望
ん
で
い
ま
す
。

脳
死
後
の
臓
時
提
供
に
当
た
っ
て
は
、

ご
本
人
が
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
l
ド

な
ど
の
書
面
で
予
め
意
思
表
示
を
行
つ

で
お
り
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
ご
家
族

が
拒
否
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
が
条
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

意
思
表
示
カ
l
ド
に
は
、
臓
器
提
供

が
で
き
る
か
と
う
か
等
に
つ
い
て
ご
本

人
の
お
考
え
に
従
っ
て
記
入
い
た
だ
き
、

磐
名
の
上
、
財
布
等
に
常
時
比
背
く
だ

さ
い
。
意
思
表
示
カ
l
ド
は
、
説
明
用

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
共
に
役
場
佳
民
課
の

宮
山
口
、
保
健
七
ン
タ
ー
な
ど
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。

一
臓
器
提
供
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
}

(
社
)
日
本
臓
持
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

本
部
(
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

:
O
一一一
O
l

七
八
一

O
六
九
)
ま
で

〈臨当する 1.23 の番号をので囲んだ上で
提併したいじ器そ三Jで囲んで下古い》

1 相手、脳紅白二回E巳笠1:_'~品韮迭と移植￠滑にじで囲九にこ吉器
を提供します (xをつけた腹話fJ:r，，'供しまじさん)
IL¥I!置肺肝隠腎Affi:.W草臨小腸その他

旦私よ ι盛盟主主主監と移植の洞{こく〉で囲んだ臨器を提供
しま (xをコけた鹿揺は提供しません)

腎鴎ー眼球{角膜) 惇臓その他)
3私は、日曜を提供しません。

署名年同日 年 月

本人署名(自讐7

家臨署名{自主)

柵 Eてあ""湖町一ドこと市同時われそ院との盟問--ァてこノ

腕器提供烹思表示カード

日

川

激

特

事

業

/

/

現

場

に

ょ

う

こ

¥

肱
川
沿
峠
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業

(
春
賀
地
区
)
は
、
平
成
九
年
度
に
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
重
点
現
場
の
指
定
を
受

け
、
こ
の
た
び
主
安
地
方
道
大
川
川
長
浜

線
沿
い
の
恭
賀
地
区
に
、
【
ピ
/
ハ
ウ
ス

後一肱ーの い解に て災 2 風 7 4 胡

号車山事 EZ 字率号室見京李完~\歯佐官ちんと和めてしっかり受け取る
)時張先ろ、 c めい景す真 所学・1転出車£拝金¥ノ印同 '1'1i ノ -， ..A.' f Vい EV ，
間所ーま説ごてた言。ノiFこ?話j動
一(苦汁島区比 ンHETて鐸i時¥沼郡宅金問問なめには、
日ニ省連がにだ 、空 7Jj 土備\，:;.c>~ 2~おっ、 I:~O歳 1;:な毛主でi3ûJj牢間保験料 j

写干布守差是主主主 む入事主 i 奉納品以すればなりま ~(t jv 。

史空宇三事会古語字 L書量た1@ fi富民軍金G)鐸E豊科
時四事いはさ考すの 掲品の 0:+自瞥業者者ど(第 1号被保険者)のf果険料
九務。、いえる方 示)図 。，~

"r~所 次。て理々 しゃ画 ; 疋額の保険料を納;フ〉ます。

I~受注意 !?-!I
月額町長，SiJ顧問 I，~~初心ヂ 11

'----'1保険料の未納は、 1;1
(平成9年度)1 2年前の分まで !I : 

|は、さかのほ?っ 11
月額1芹32aa円|て納めることず I~I 

|やきますが、そ闘 s 
(平成10年度)I 1: 1':1 ;: ) 1_ ':+:"'.1. 1. 闘

|れ以降は時効と闘

i 米月額40 0円の付加保険料を納|宇ってしまいま 11 : 
めることもできます。~ヲ )，1 

激特事業見学所(春賀) 一一
や会社員立ど(第 2号被保険者)の保険料

LPELま; 加入している制度(厚生年金なと)から、拠出金 i
弓旨刀、i として国民年金へ支払われますので、個人で納め a

り各 i る必要はありません。 l 
受積i・専業主嬬本ど(第3号被保険者)の保険料 ! 
信災
す害 l 個人で納める必要はありませんが、資惜取得の居
るの; 同を忘れていると保険料は未納扱いになってしま
体情! います。
命日幸良 z
を j主 E
整椅i病気や経済的な事情などで保険料を車内められないと j 
{)需を
し Fj きには、保険料納付を免除されることがあります。
ま A:一一

火
災
。
救
急
緊
急

受
信
F
A
X
t

設
置
し
ま
し
た

1
大
洲
地
区
広
域

消
問
事
務
組
合

1

大
川
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
で
は
、

火
災
の
通
報
や
救
急
車
の
要
請
な
ど
の

こ
の
緊
急
週
報
用

F
A
X
は
、
大
洲

消
防
署
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
が
、
長

浜
町
内
で
の
災
害
等
の
場
合
に
は
、
通

報
受
信
後
直
ち
に
長
浜
支
署
に
出
動
の

指
示
を
行
、
っ
と
と
も
に
、
通
報
さ
れ
た

F
A
X
に
受
僧
確
認
の
連
絡
を
致
し
ま

す。

F
A
X
緊
急
速
絡
用
紙
は
、
長
浜

文
署
と
最
寄
り
の
連
絡
所
に
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



-9-

特
別
弔
慰
金
は
、
同
か
ら
戦
没
者

等
の
遺
族
に
対

L
、
弔
慰
を
表
す
た

め
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
次
の

支
給
条
件
に
該
当
す
る
支
給
対
象
者

の
方
で
、
ま
だ
請
求
を
し
て
い
な
い

方
は
、
平
成
十
年
三
一
月
一
二
卜
一
日
ま

で
に
手
続
き
し
て

F
3
い。

A
支
給
条
件

V

満
州
事
変
(
昭
和
六
年
九
月
十
八

円
)
以
後
の
戦
没
者
等
の
遺
族
の
う

ち
、
平
成
七
年
山
月
一
日
耳
在
に
お

い
て
、
公
務
扶
助
判
。
遺
族
年
金
等

を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
限
ら

れ
ま
す
。
A
支
給
対
象
者

V

主
と
し
て
次
に
記
載
し
た
遺
族
の

う
ち
、
次
の
順
序
に
従
っ
て
最
も
順

位
が
先
の
方
の
一
人
に
限
ら
れ
ま
す
。

①
平
成
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
弔
慰

金
(
遺
族
国
庫
伝
芥
)
の
受
給
権
を

取
得
し
た
方
。

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
と
生
計
を
と
も
に
し
て

い
た
父
母
・
孫
・
祖
父
母
、
兄
弟
姉

妹

。

(

婚

姻

・

に

よ

り

平

お知らせ

成
七
年
山
月
一
日
に
氏
が
変
わ
っ
て

い
る
い
々
は
除
か
れ
ま
す
。
)

④
③
以
外
の
父
は
・
孫
・
祖
父
母
・

兄
弟
姉
妹

⑤
①
か
ら
④
以
外
の
三
親
等
内
の
親

挟
(
戦
没
者
等
の
死
亡
ま
で
引
急
続

い
て
一
年
以
上
生
計
を
と
も
に
し
て

い
た
方
に
限
り
ま
す
。
)

A
強
調
求
期
限

V

ヤ
成
卜
年
三
月
三
十
一
口

AA請
求
場
所

V

請
求
さ
れ
る
万
が
住
ん
で
い
る
市

町
村
役
場

な
お
、
詳
し
く
は
役
場
福
祉
品

(
合
五
一
一
一
一
一
一
・
閉
二

C
七

ご
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
じ

郵
縄
開
制
か
ら

知
も
せ
し
ま

郵
便
番
号
記
載
枠
が
五
桁
の
郵
便
は

が
き
等
を
、
七
桁
の
郵
便
は
が
き
等
に

無
料
で
烹
換
し
ま
す

新
郵
俺
番
号
の
実
施
に
伴
、
つ
経
過
処

置
と
し
て
、
料
額
印
面
の
付
い
た
郵
便

書
簡
、
通
常
は
が
き
及
ぴ
往
復
は
が
き

の
一
部
に
つ
い
て
、
新
郵
便
番
号
枠
が

記
載
さ
れ
た
郵
便
は
が
き
等
と
無
料
で

交
換
す
る
取
り
扱
い
を
行
い
ま
す
。

一
無
料
交
換
期
限
一
平
成
十
年
三
一
月
三

十
一
日
ま
で

終
盤
…
料
交
換
に
該
当
し
な
い
掛
合
(
科

額
印
面
が
五
十
円
に
満
た
な
い
郵
慣
は

が
き
な
ど
)
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
郵
便
窓
口
(
位
五
二
一

O
一
一
)

で
お
訊
ね
く
だ
さ
い
。

雇
南
捷
遇
、
住
宅
め

入
居
一
審
議一
つ
い
て

へ_/一、

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
県
下
に
六

カ
所
六
百
四
十
戸
の
雇
用
促
進
住
宅
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
(
公

共
職
業
安
定
所
)
の
紹
介
に
よ
り
就
職

し
、
ご
家
族
と
一
緒
に
住
宅
を
移
転
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
の
た
め
に
、
他

に
適
当
な
住
宅
が
見
つ
か
る
ま
で
の
閣
、

一
時
的
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
υ

入
居
条
件

(
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

①
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

②
伴
月
の
収
入
額
が
、
家
賃
等
の
四
倍

以
上
あ
る
こ
と

一
⑥
同
麿
す
る
家
族
が
あ
る
こ
と

④
確
実
な
連
帯
保
証
人
(
原
則
と
し
て

勤
務
先
の
事
業
主
)

⑤
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

一
お
問
い
合
せ
}
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
大
洲

(
大
洲
公
共
職
業
安
定
所
・
官
ニ
四
i

三
一
九
ニ
ま
た
は
、
雇
用
促
進
事
業

団
愛
媛
一
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
(
宮

O
八

九
|
九
凹
七
|
六
六
七
七
)
ま
で
。

~省、エ求ほか未来の子どもへの贈りんもの~

エネルギー消費の一貫した増加問l臼jや地球温暖化問

題への対応、の必要性等、現下のエネル'ギーをめぐる諸

情勢を踏まえ、今後、省エネのー!ぎの強化が必要となっ

ています。
例えば、次の点などに気をつけて省エネを実践しま

しょう。
省エネスマートライブチェック

④暖房温度は 20度以下に。
②不必要なテレビのつけっぱなしは

やめる。 0/e喜三三三雪。
③入J谷口寺シャワーの 1分間短縮を。 斤百三三三号令Jぐ
のおj風呂はお湯が冷めないうちに連語主帯 三竺J;
続して入りましょう。 理罰 k弘明宇品
〈む洗濯機でのすすき前脱水、適正呈定当グ錨退場
での洗濯をの
⑥掃除機の集塵袋の手入れを心がけて。

⑦電気製品の主電源を OFFに。
③白熱電球から蛍光灯への切り替えを。..ーなどなど。

一

ト

蒸

光

明

口

靖

之

聴

一

覇

者

昌

昌

ピ

稚

寛

寂

一

図

、

口

ヤ

勺

一
止
著
村
城
下
シ
井
木
一
同
一

澗

高

官

木

〆

今

五

瀬

↑

長

ヌ

一

~

ン

圃

一

レ

一

ロ

刊

亡
中

h

J

・

す

上

る

一

一

で

刊

で

一

・

人

育

ち

一

軒
町
都

iN

カ

上

本

に

た

一

主
総
…
紘
一
(
日
供

5
性
一

E

h品

ywwv

ヨ

に

の

子

ト

女

一

一
闘
い
…
称
、
名
ジ
か
ン
い
ン
の
一

…
ω吹
い
ん
~
¥
困
る
一
合
同
ヒ
語
一

E

時
以
川
一
一
一
審
イ
は
リ
の
る
物
…

一干
vu
デ
雲
ク

Q
T氏
一

…一miJJ山
レ

青

ス

E

一
生
源
一

一
新

2
2
2
2
0
一
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一
千
成
九
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
六
日
ま

で
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と

税
務
署
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待

ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
確
定
申
告
は
、
で
き
る
だ
け

早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
長
浜
町
体
育
館
で
の
出
張
受

付
は
、
二
月
十
八
日
か
ら
二
十
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

般

の

人

マ
商
業
、
工
業
、
医
業
、
農
業
、
漁

業
な
ど
で
収
入
を
得
て
い
る
人
す
地
代
、

家
賃
、
配
当
な
ど
の
収
入
の
あ
る
人
マ

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人

こ
の
他
、
市
下
市
九
年
中
に
各
種
の
断

材
金
額
の
合
計
績
が
、
基
礎
控
除
・
配

問
者
控
除
。
扶
養
控
除
・
そ
の
他
の
所

得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人
は
必
ず

申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
昨
年
ま
で
中
缶
義
務
の
な
か
っ

た
人
は
、
も
う
一
度
本
年
の
所
得
を
確

か
め
て
み
て
下
さ
い
。

サ
ラ
り
l
マ
シ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
(
給
与
所
得
者
)
の

所
得
税
は
、
年
末
調
整
に
よ
っ
て
精
算

さ
れ
る
の
で
、
普
通
の
場
合
は
確
定
申

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
人
は
申
告
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

V
給
与
の
年
収
が
二
千
万
円
を
担
、
え

る
人
V
二
か
一
所
以
上
か
ら
給
立
も
ら
フ

て
い
る
人
マ
給
与
以
外
の
所
得
が
二
十

万
円
を
坦
え
る
人

回

T
E

目、ー、
L
河
川

J

f

コし

ト〓
43ω
辞
存

談

)

納
税
相
談
期
間
中
、
税
務
署
は
大
変

混
雑
し
ま
す
。
自
分
の
た
め
に
も
、
ま

た
、
待
っ
て
い
る
他
の
相
談
者
の
た
め

に
も
正
し
い
申
告
を
早
く
終
わ
ら
せ
た

い
も
の
で
す
。
上
手
な
相
談
は
次
の
よ

う
な
こ
と
に
注
窓
し
ま
し
ょ
う
。

V
申
告
書
を
確
認
し
て
、
住
所
氏

名
・
扶
養
控
除
問
な
ど
沼
入
で
き
る
と

こ
ろ
は
、
記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
o

v収
支
内
訳
書
は
、
帳
簿
。
領
収
言
な

ど
か
ら
同
封
さ
れ
て
い
る
収
支
内
訳
書

の
分
か
る
と
こ
ろ
を
記
入
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

V
関
係
書
類
は
持
参
し
ま

し
よ
う
。

税
務
職
員
も
税
金
を
納
め
て
い
る
納

税
者
で
す
。
同
じ
納
税
者
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
に
必
要
な
書
類

マ
申
告
書
を
お
送
り
し
て
い
る
人
は
、

必
ず
そ
の
「
申
告
書
」

V
印
鑑
(
認
印
)

マ
所
得
金
額
の
計
算
で
き
る
帳
簿
記
録

な
ど
V
給
与
・
年
金
な
ど
の
あ
る
人
は
、

「
源
泉
徴
収
票
」

V
医
療
控
除
を
受
け

る
人
は
、
「
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収

書
と
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額

の
明
細
書
」

V
社
会
保
険
件
除
の
あ
る

人
は
、
「
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金

な
ど
の
支
払
の
明
細
書
」
マ
生
命
保
険

料
控
除
、
損
害
保
険
料
控
除
の
あ
る
人

は
、
「
支
払
保
険
の
証
明
書
」
ヤ
住
宅

取
得
等
特
別
控
除
を
受
け
る
人
は
、

「
住
民
票
」
「
家
屋
の
蛍
記
簿
謄
本
」

「
売
買
契
約
書
」
「
住
宅
取
得
資
金
に
係

る
借
入
金
の
年
末
残
高
等
証
明
書
」
な

ど
す
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は
、
「
被

害
を
受
け
た
住
宅
・
家
財
の
証
明
書
」

な
ど
を
必
ず
お
忘
れ
な
く
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。申
告
書
の
四
提
出
は

V
税
務
署
は
、
土
曜
日
-
日
開
口
は

休
み
で
す
の
で
、
時
間
外
ポ
ス
ト
を
設

置
し
て
お
り
ま
す
。
休
み
の
日
の
申
告

書
等
の
提
出
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
書
等
の
提
出
は
、
郵
送

で
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
c

大
変
便
利
な

振
替
納
税
の
利
用

還
付
金
の
受
取
は

預
貯
金
日
産
振
込
で

所
得
税
の
納
税
の
方
法
に
、
銀
行
な

ど
の
預
貯
金
口
座
か
ら
振
替
に
よ
っ
て

納
税
す
る
振
格
納
税
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
制
度
を
新
た
に
利
用
す
る
場

合
に
は
、
現
貯
金
先
の
金
融
機
関
又
は
、

所
轄
の
説
務
署
に
「
預
貯
金
口
座
振
替

依
頼
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
還
付
金
を
受
け
取
る
場
合
に

は
、
早
く
て
安
全
確
実
な
預
貯
金
口
座

振
込
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
大
洲
税
務
署
(
官
二
四
1

コ
二
一
五
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。平

市
ト
年
度
分
町
・
県
民
税
め
申
告

は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
六
日
ま

で
で
寸
ノ
の
で
、
期
限
内
に
お
忘
れ
な
く

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ffE 
竺!を

霊|な日
主¥Aば

に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次
の

よ
う
な
人
は
、
町
・
県
民
税
の
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

V
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
V
給
与
所
得
の
ほ
か
に
、
農
業
、
家

賃
、
地
代
等
の
収
入
の
あ
る
人
マ
勤
務

先
か
ら
給
与
支
払
い
報

E
芹
を
慌
山
さ

れ
な
い
人
す
給
与
所
得
以
外
の
人
で
、

営
業
や
農
業
、
そ
の
他
の
事
業
を
行
っ

て
い
る
人
、
ま
た
は
、
雑
所
得
、
副
業
、

内
職
等
で
平
成
九
年
中
に
所
得
の
あ
っ

た
人
¥
l
i
l
-
-
1
0
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

時
告
に
必
要
な
書
類

V
町
・
県
民
税
の
申
告
書
(
役
場
税

務
課
ま
た
は
申
告
会
場
に
あ
り
ま
寸
。
)

V
給
与
所
得
ま
た
は
年
金
の
場
合
は
、

源
泉
徴
収
票

申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合

町
・
県
民
税
の
申
告
を
し
な
か
っ
た

場
合
は
、
推
計
で
課
税
す
る
こ
と
に
な

り
、
国
民
健
康
保
険
舵
等
の
軽
減
措
置

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ

た
人
は
、
町
・
県
民
税
の
申
告
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
じ

な
お
、
所
得
税
、
町
。
県
民
税
の
申

告
相
談
に
つ
い
て
は
、
役
場
悦
持
制

(
愈
五
二

i
一
一
一
一
・
伺
二

O
四
二
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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L
E
T
Sト
ラ
イ

生
活
改
善
:
は
ま
な
す
ゲ
凡

i
ブ

ロ

jレ
/て

jで

二，

一
材
料
一

寸
牛
乳
パ
ッ
ク

一
包
装
紙

一
リ
ボ
ン
ま
た
は
ひ
も

o -数山
cm本枚個

一
作
り
方
一

①
牛
乳
パ
ッ
ク
を
、
図
ー
の
よ
う
に
白

い
方
が
去
に
な
る
よ
う
に
切
り
取
る
。

(
一
一
枚
裁
つ
)

本

一一一一紹介コーナー

図2

合
⑦
を
六
角
形
に
貼
り
合
わ
せ
る
。

⑤
⑦
の
残
り
一
一
枚
か
ら
一
週
じ
叩
の
六

角
形
ネ
三
枚
切
り
取
り
(
図

2
1
貼

り
合
わ
せ
て
②
の
底
に
貼
る
。

④
包
装
紙
を
②
と
③
の
形
に
の
り
し
ろ

そ
取
っ
て
切
り
、
貼
る
。

一
代
表
者
池
十
地
震
喜
子

一
怨
五
ご
一
ー
1
0
一
二
七

⑤
ふ
た
の
部
分
に
穴
を
あ
け
、
リ
ボ
ン

ま
た
は
ひ
も
を
通
し
、
中
に
芯
を
抜
い

た
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
入
れ
る
。

参
し
て
柿
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
一
人

の
判
ち
時
間
は
十
}
二
十
介
で
す
が
、

日
悼
は
各
種
カ
ラ
オ
ケ
大
会
へ
の
出
場

と
し
て
お
り
、
人
前
で
一
曲
か
二
曲
は

歌
え
る
よ
う
に
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ま
す
。
一
連
絡
先
一
菊
地
寛
(
長
浜
・
宮
五
二
|

一O
八
七
)

一
練
習
日
一
毎
週
火
曜
日
(
午
後
六
時

半
j
九
時
半
)

一
練
習
場
所
}
中
央
公
民
館
講
習
室

一
会
員
一
新
山
芯
利
、
新
田
定
夫
、
木

村
咲
子
、
菊
地
寛
、
浅
田
昭
枝
、
箱
崎

松
子

愛好会

(歌謡)

長浜力今オ

私
た
ち
の
会
は
、
歌
が
好
き
な
仲
間

が
υ

集
ま
り
、
カ
ラ
オ
ケ
を
通
し
て
和
気

藷
々
と
情
動
を
続
け
て
い
る
グ
ル
ー
プ

で
す
。現
在
、
会
員
は
六
人
で
、
中
史
公
民

館
の
講
習
室
を
練
習
場
所
と
し
て
、
毎

週
火
曜
日
の
午
後
六
時
半
か
ら
九
時
半

ま
で
、
カ
ラ
オ
ケ
テ

l
プ
を
各
自
が
持

っ宮，"t(，罷島

委

員

募

集

私
た
ち
の
会
の
特
色
は
、
な
ん
と
一
言
っ

て
も
思
い
つ
き
り
歌
が
歌
え
る
こ
と
。

歌
の
好
き
な
方
、
お
遊
び
気
分
で
も
結

構
で
す
。
健
康
増
進
の
た
め
に
も
、
私

た
ち
と
一
緒
に
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
お
電
話
お
待
ち
し
て
い
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九
十
ニ
チ
ー
ム
が
熱
走

ー
長
浜
駅
伝
競
走
大
会
1

十
二
月
十
四
日
、
第
三
十
二
団
長
浜

駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
、
県
下
の

地
域
体
協
や
管
内
高
校
生
、
長
浜
中
学

校
生
徒
ら
、
計
九
十
二
チ
l
ム
約
六
百

五
十
人
が
参
加
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
本
町
を

ス
タ
ー
ト
し
沖
浦
、
柴
、
白
滝
、
上
老

松
、
役
場
前
を
周
同
す
る
新
コ

l
ス
で

各
チ

1
ム
が
好
レ

1
ス
を
展
開
。

見
事
優
勝
を
収
め
た
の
は
、
一
部
が

宇
和
体
協
A
c
地
元
長
浜
体
協
は
、

A

チ
l
ム
十
八
位
、

B
チ
l
ム
ご
一
十
八
位

い
ざ
と
い
う
時
た
め
に

ー
漁
家
生
活
講
座
1

十
二
月
二
十
二
日
、
今
坊
隣
保
館
で

泊
家
生
活
講
座
が
開
催
与
れ
、
今
坊
地

に
終
わ
っ
た
u

ま
た
、
二
部
は
消
防
長

訳
、
=
一
部
は
野
村
高
校
、
四
部
は
長
中

サ
ッ
カ
ー
部
A
、
女
性
の
部
は
吉
田
浜

ク
ラ
ブ

B
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

人工呼吸j去を受講する参加者

6
 

J

J

A

も

づ

」

門

倉
山
ト

f
l
t
 

区
出
家
か
ら
約
三
十
人
が
参
加
し
た
」

突
然
の
け
が
や
病
気
に
備
え
て
、
救

急
車
が
来
る
ま
で
の
応
急
手
当
の
習
得

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
こ
の
講
一
階
。

参
加
者
は
、
応
急
手
当
ピ
デ
オ
伺
聴

の
筒
、
人
形
を
使
っ
た
人
て
呼
吸
。
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
実
技
講
習
に
挑

戦
。
約
三
時
間
半
に
わ
た
る
受
講
は
無

事
柊
了
し
、
普
通
救
命
講
習
の
修
了
証

を
手
に
し
た
い

紅
白
餅
で
防
火
を
呼
び
か
け

1
園
児
ら
が
防
火
餅
っ
き

1

一斉にスタートを切る選手たち

十
二
刀
二
十
五
日
、
長
浜
保
育
所
で

年
末
年
始
の
防
火
を
呼
び
か
け
る
防
火

餅
つ
き
が
行
わ
れ
、
園
児
や
消
防
Er浜

支
署
職
員
ら
約
七
十
人
が
参
加
し
た
c

餅
っ
き
後
、
園
児
ら
は
そ
ろ
い
の
防

火
は
っ
ぴ
姿
で
、
で
き
あ
が
っ
た
紅
白

の
お
餅
と
手
作
り
の
「
防
火
ポ
ス
タ
ー
」

を
、
保
育
所
周
辺
の
高
齢
者
世
帯
約
一
一
-

十
軒
に
配
布
し
た
。

「
火
に
気
を
つ
け
て
元
気
に
お
正
月

を
迎
え
て
く
だ
さ
い

J

と
の
園
児
の

呼
び
か
け
に
、
お
年
寄
り
ら
は
祭
顔
で

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
っ
て
い
た
。

自
と
黒
と
の
名
勝
負

ー
新
春
開
基
大
会

1

一
万
四
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
第
六

十
五
回
新
春
田
幹
大
含
が
開
催
さ
れ
、

紅白餅をプレゼントする圏児

町
内
外
の
囲
碁
愛
好
者
ら
二
一
十
人
が
参

加
し
た
。

盤
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
息
詰
ま

る
白
と
豆
一
と
の
熱
戦
の
結
果
法
次
の
と

お

り

。

(

位

称

略

)

一
函
碁
A
級
}
優
勝
:
石
川
文
男
(
長

浜
)
、
準
優
勝
;
久
保
好
明
(
亜
日
茂
)
、

第
三
位
・
:
東
宏
之
(
大
洲
市
)

{
囲
碁
巳
級
一
優
勝
・
:
槙
尾
博
承
(
松

山
市
)
、
準
優
勝
?
穣
崎
秀
↑
一
人
(
内
子

町
)
、
第
一
二
位
・
:
塚
y
h
弘
基
(
出
海
)

七
一
早
が
に
無
病
を
託
し
て

ー
親
子
で
野
草
に
親
し
む
会

1

一
月
七
回
、
豊
茂
小
学
校
で
「
親
子

で
野
草
に
親
し
む
会
一
が
開
催
さ
れ
、

保
育
所
園
児
や
小
学
生
、
保
読
者
ら
約

百
人
が
参
加
し
た
。

七
草
を
求
め
て
、
周
辺
の
山
や
田
畑

で
明
集
す
る
こ
と
約
一
時
間
判
。
参
加
者

は
、
袋
い
っ
ぱ
い
に
集
め
た
ヒ
草
を
一 盤面に向かう参加者

年
の
無
病
息
災
の
胆
い
を
込
め
た
歌
を

歌
い
な
が
ら
細
か
く
切
り
、
早
速
お
粥

づ
く
り
。
で
き
あ
が
っ
た
あ
つ
あ
つ
の

お
粥
を
手
に
、
参
加
者
の
顔
に
は
笑
み

が
こ
ぼ
れ
て
い

健康の願いを込めて七草を刻む子どもたち

[劃

1lsf 
恒
7雪

太
き
手
も
生
き
た
一
社
上
書
寿
の
春

Jr

井

松

子

干
捕
の
影
曳
き
落
り
る
ん
/
日
か
な

森

悦

子

顕
き
て
影
の
踊
る
や
名
残
月

部

主

い

ち

子

士
、
心
き

干
し
癖
の
ま
主
問
り
し
石
幕
か
な

清

水

禎

子

ぴ
と
一
一
二
日
の
感
謝
を
こ
め
て
賀
状
書
く

久

保

撞

子

倖
せ
は
身
わ
丈
司
ど
に
士
年
今
年

上

田

孝

子



13 

外
燈
に
氷
雨
き
ら
め
く
朝
ま
だ
き

上

田

ス

ミ

注
連
飾
り
老
班
し
る
き
手
に
手
絢
ふ

岩

本

勝

義

小
春
日
は
嬉
し
き
も
の
よ
ウ
ォ

i
キ
ン

グ

一

宮

枝

雪
降
る
日
寒
く
て
つ
け
る
い
ろ
り
の
火

六

年

徳

山

絵

呈

い
ち
ょ
う
の
葉
一
夜
の
う
ち
に
散
っ
て

い

く

六

年

橋

本

慶

麟

秀

作

費

に

憐

h

ふ

四

③

ヤ

μ

制
久
保
智
宏
く
ん
桝

鰍
藤
淵
洋
介
く
ん
…
押

さ
む
い
朝
か
た
を
よ
せ
合
い
学
校
へ
機

l
N
H
K学
園

部

二

年

大

西

修

平

制

全

国

俳

句

大

会

1
制

;

う
れ
し
い
な
サ
ン
タ
が
家
へ
や
っ
て
く
十
一
月
三
十
日
、
平
成
九
年
度
N
H

る

二

年

渡

透

明

日

美

K
学
園
全
国
俳
句
大
会
の
審
査
発
表
が
{
入
選
一
森
内
貴
寛
(
豊
茂
小
一
年
)

雪
だ
る
ま
春
に
な
っ
て
も
と
け
な
い
で
行
わ
れ
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で
秀
作
賞
に
岡
本
章
宏
(
同
小
六
年
)
有
友
幸
司

四
年
上
崎
宏
恵
二
人
、
入
選
に
九
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。
(
櫛
生
小
六
年
)
田
中
満
塁
子
(
同
小

北
風
が
冷
た
い
冬
を
お
し
つ
け
る
な
お
、
応
募
総
数
は
、
小
学
生
が
一
六
年
)
奥
田
美
穂
(
長
浜
小
五
年
)
二

四
年
西
村
友
希
万
二
千
八
百
四
十
三
一
旬
、
中
学
生
が
一
宮
綾
美
(
同
小
五
年
)
中
川
真
希
(
同

冬
が
来
て
ス
ト
ー
ブ
こ
た
つ
は
人
気
者
万
三
千
四
百
四
十
一
句
で
し
た
。
小
五
年
)
二
宮
愛
(
同
小
六
年
)
谷
上

五
年
大
野
達
也
一
秀
作
賞
一
マ
ッ
チ
ば
こ
ひ
っ
ぱ
っ
て
梓
(
喜
多
瀧
小
二
年
)

ョ

正

月

こ

た

つ

で

ご

ろ

ご

ろ

ね

こ

の

ま

い

る

か

ぶ

と

虫

(

戒

川

小

二

年

・

久

呆

握

績

ね

五

年

清

水

貴

子

智

宏

)

水

遊

び

一

人

二

人

と

ふ

え

て

川

輪

優

秀

賞

に

榔

E
E
J
A
駒
山
上
智
畠
く
ん
噂

一

面

生

ま

れ

た

時

の

顔

を

見

て

、

憂

し

、

頑

を

し

て

い

る

な

一

議

f

九

一

鳴

尾

崎

睦

尚

く

ん

納

榊

と

思

い

「

和

也

」

と

名

付

け

ま

し

た

一

健

康

で

兄

襲

撃

種

目

d引
一

城

1
県

教

育

俳

句

大

会

科

繍

欝

議

麟

鱗

鱗

鱗

畿

内

汁

¥

一

れ

一

一

熱

蕗

弟
仲
良
く
、
藤
翻
鱒
鱗
磯
鱗
欝
鱒
鶏
明
議
機
撃
U
F

ま
司

や

欝

鰯

饗

繍

議

議

山

一

鑑

識

t

生
一
士
一
月
一
目
、
愛
媛
県
教
育
会
俳
句

ー
い
思
い
や
り
の
翻
麟
欝
幣
ふ

4
L
1ぷ一j
議
襲
撃

レ
コ
繍
襲
、
川
町
¥
v
j
j
v
p
j
d

璽一璽川
J

一
大
会
の
入
賞
発
表
が
行
わ
れ
、
町
内
か

1
あ

る

優

し

い

露

十

v

一
J

ト，E
;

ゃ
也
子
に
育
っ
て
議
九
-
一
一
一
四
二
六
九
選
墨
江
ら
優
秀
賞
に
二
人
、
佳
作
賞
に
四
人
が

鱗
麟
務
酬
や
》

;
¥
J
J襲
撃
年
一
入
賞
し
ま
し
た
。
応
募
総
数
は
、
一
般

ず

日

ほ

し

い

と

願

つ

麟

議

麟

露

三

急

襲

欝

鐙

ヵ

ぺ

本

議

議

議

譲

襲

警

踊

寝

泊

則

一

の

部

が

二

百

五

十

六

旬

、

ジ

ュ

ニ

ア

の

ミ
て
い
ま
す
。
騨
騒
欝
線
鶴
態
議
鶴
麟
欝
鱗
1

.

j

、一

千ト
i

鱗
鱗
麟
機
購
鰍
鱗
麟
鱒
隣
瞬
一
T

j

一
平
一
部
が
千
七
十
七
句
で
し
た
。

一

宮

(

父

日

修

一

さ

ん

母

H
佐

代

美

さ

ん

二

一

般

の

部

E
B
i
l
l
i
-
-
L
{佳
作
賞
一
森
悦
子
(
白
滝
)

一一一--一歳です@表彰

く
(
長
浜
小
五
年
・
藤
測
洋
介

秀作の久保智宏君

1，""， 
n 

氏

菊

H

白
滝
小
学
校
H

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

一
優
秀
賞
一
夏
の
浜
や
け
ど
し
そ
う
な

砂
の
上
(
長
浜
小
五
年
e

山
上
智
由
)

母
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
へ
行
き
栗
ひ
ろ
い

(
長
浜
小
五
年
・
尾
崎
睦
尚
)

秀作の藤測洋介君

一
佳
作
賞
一
浅
井
期
悟
(
長
浜
小
一
一
一
年
)

矢
野
上
誠
(
同
小
山
年
)
船
津
恵
司

(
長
浜
中
古
一
年
)

雄

日

瀧

一

機

故

木

田

正

統

さ

ん

鶴

市

川
町
渡
遺
仁
之
助
さ
ん
優
秀
賞
に
榊

ふ

@

⑤

ヤ

齢

一

品

左

木

芳

さ

ん

桝

鳩

1
的

愛

媛

新

山

岡

部

鞠

短

詩

型

文

学

賞

1
鮒

十
二
月
二
十
五
日
、
平
成
九
年
中
に

愛
媛
新
聞
の
俳
壇
・
歌
壇
等
文
芸
特
集

に
掲
載
さ
れ
た
作
品
の
う
ち
年
間
優
秀

作
が
選
定
さ
れ
、
三
百
五
人
の
受
賞
者

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
、
町
内

か
ら
次
の
三
人
の
方
が
優
秀
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

一
優
秀
賞
]
誕
生
日
の
妻
に
貿
ひ
来
し 僅秀賞の山上智由君

ぱ
ら
の
鉢
我
の
書
斎
に
飾
ら
れ
て
あ
り

(
故
木
田
正
統
・
出
海
)
正
義
感
表
現

し
た
が
る
性
格
を
う
と
ま
れ
つ
つ
も
存

へ
て
来
ぬ
(
渡
違
仁
之
助
・
櫛
生
)
書

に
倦
め
ば
落
花
の
空
の
あ
り
に
け
り

(
高
左
木
芳
E

長
浜
)

喜連識誠意識擦

1 自主八
大手竜;占22
11t1少|南
喜主手三主首

主重量萌
丙三さ

量三会
本高堅
守勝蹄

蕗司書帯電伊精

優秀賞の尾崎睦尚君

十
二
月
十
四
日
、
大
洲
市
で
大
洲
喜

多
管
内
剣
道
大
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般

の
部
で
白
滝
の
松
岡
道
明
さ
ん
(
一
二
七
)

が
優
勝
を
、
小
学
校
高
学
年
の
部
で
白

滝
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

A
チ
i
ム
が
準
優

勝
を
そ
れ
ぞ
れ
収
め
ま
し
た
。

白滝少年剣道クラブの皆さん
節分

( 2月3日)



-14 

寄
付
採
納

印刷 (却岸本印刷

O
柴
の
大
野
勇
さ
ん
:・
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ユ
ニ
ホ
ー
ム
一
式
を
白
滝
公
民
館
へ
。

O
松
山
市
の
楠
原
キ
ク
さ
ん
・
・
・楽
焼
陶

芸
窯
を
豊
茂
小
学
校
へ
。

O
五
十
崎
町
の
岡
田
悦
子
さ
ん
:
・
小
切

平成10年 2月1日発行平成10年 2月号

国立大淵青年G)家
からの窃知ら1t"C曾

…タデー
~あなたの余暇を有意義に~

A望号--畠置園量置盟・

手
一
千
十
八
万
円
を
長
浜
町
へ
。

O
出
海
の
矢
野
強
さ
ん
:
・
洋
画

一
点

(
五
十
号
)
を
ふ
れ
あ
い
会
館
へ
。

O
長
浜
の
岡
豊
さ
ん
・
:
図
書
券

一
万
五

千
円
分
を
長
浜
町
立
図
書
館
へ
。

O
上
老
松
の
池
田
政
治
さ
ん
・
:
宅
地
二

二
0
・
六
八
討
を
長
浜
町
へ
。

テニス・バレーポール・卓球

バドミントン・ 3on 3 

サッカー・ソフ トボール etc

スポーツ施設(体育館・武道館・クラウンド・
マウンテンハイクコースなど)を開放していま
すので、いろいろなスポーツが楽しめます。

どなたでも参加でき、締切は
各事業日の 1週間前です。

お問い合わせ 国立大洲青年の家 ft24-5175 

臨時休館します
~愛媛県総合科学博物館~

全公出
山
市海

j甫浜

展示品等の保守点検の
ため、次のとおり臨時休
館します。
【期間] 2月17日(火)-18
日(制
【お問い合わせ】愛媛県
総合科学博物館 (ft0897-
40-4100)まで。

結

婚

戸斤

氏

名

豊

茂
下
須
戒茂浜浜

中大久間山小赤 山 ニ山尾中
矢菊
聖子丸h

拓T隆主
真ま{告2

見]

漬中

本村

通

秀
か
お
り

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

ロ
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保

護

者

名

お
〈
や
み

ロ
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

長長豊柴下
須
戒

長

浜

出

海

長

浜
下
須
戒

出

海

下
須
戒

豊

茂

栄
治
和
彦

口嶋宮保藤

熊
衛
(
八
八
)

七
郎
(
八
四
)

ナ
ミ
ヨ
(
九
九
)

菊
市
(
七
五
)

道
男
(
七
四
)

ク
ニ
子

(
八
三
)

幸
太
郎
(
六
六
)

ア
サ
コ
(
七
O
)

秀
吉
(
九
八
)

音
久
(
六
八
)

チ
サ
コ
(
六
六
)

カ
ヲ
ミ
(
九
三
)

50 
沖長

西
上
宮
岡

業叫ま
央おな
恵、ぇ

西池下宮崎野川|

hvdwF 

血
明
快

/
ん
Y

A
も
ぷ

1月から大河ドラマ「徳川慶喜」

がテレビで始まったので、慶喜を

知るために『徳川慶喜公伝』作成

のために聞かれた座談会の要点を
せきむ

慶喜自身が筆録した『昔夢会筆記』

という書を読んでみた。

慶喜は、天保8年水戸藩主徳川
なりあき

斉昭の 7男として生まれ、幼少の

頃より秀才の聞こえが高く、後に

第14代将軍の候補になったが、大

老井伊直弼の専断によって紀伊の

家茂が将軍になり、中央政界への

登場は挫折した。

しかし、万延元年槙田門外の変

で井伊が倒されるや、文久 2年将

軍後見職となって幕政の実質的な

指導権を握り、家茂の死後、慶応、

2年将軍に就任して、フランス公

使ロッシュの助言と援助によ り幕

府の財制・ 軍制などの大改革に乗

り出して、本来の将軍の姿に返り

咲いたかに見えた。だが、これが

薩長な どの反幕派を倒幕に駆り立

て ることになり、慶応3年10月14
すんぷ

目、大政を奉還して駿府70万石の

ー領主となった。

この書 は、倒れゆく 幕府の主柱

となってその建て直しに苦慮した

苦悩がよく 現れている。慶喜は、

明治13年正二位、公爵となり大正

2年に没した。『徳川慶喜公伝』

は、渋沢栄一編。

広報ながはま

訓敏
裕宏

数

人口をふやしましょ う

12月末現在 前月との比較

10，360人 23人j成
人 口 (男 4，891人) (男10人減)

女 5，469人 女13人減

世帯数 3，672世帯 4世帯減

帯世口人


